




































アルカリハ ロゲン化合物結晶中の電子傭導 畏 谷 川 繁 夫…87
綜合講演
嵩ウ トロンの吸牧による重元素原子の分裂 荒 膣 文 策…108
`
捗 鑷
19.弗化 硼 素 の低 蓮 電 子 廻 折 及 び 見掛 け の電 子 貌 和 ヵ(117)20.電 場 に於 け る躍 子 放 出 の際 の電
子 工 事ル ギ ー分 配(117)21・Niの 接 厨電 位(118)22.水 素 及 び 重7k禁の 繊 へ の擯 敬1・ 暈 光
放 電 の陰 拯 と しての餓(ua)23・X隷 に よる水 蒸 氣の 分 解(119》2k.分 子 力 と溶 媒 能 〔120)
25.無紐 性 液 盤 の 電 媒常 毅 と内郁 摩擦 との 矚 係(120)26.氣 雑7才 ル 亠 ア ル デ ヒ ドの酸 化`121)
27.メタ ンの燃 焼(122)28.酸 水素 綾 漫 反 慮 遮度 に就 て(128)29.爆 發 法 に よる遏 駛 化 水 素の
生 成 σ23)30,コ バ ル ト鯔 媒 上 に 於 け る呂 タ ンの7k禦添 加(t2A)3].過 酸 化7k素に對 す る作 用
よ り見 た る酸 沃化 アH3昌 ウs。 ヒ ドロゾ ル の性 質(123)32・*精 藩 浪 に於 け る有 糎 璽 類 の 凝渥
(12δ)33.二 重 層 のStern屍置二對 ゴ'る箕 驗臼智確 詮(iZO)
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主 筆 工昂鯨士 喜 多 源 邇
一mar60錫
月 刊 化 學 評 諭 前金(避葦畠
鯰 轍)
第5窃 第5鯢
[165]化學用碕子材料1蹴 て 理 學 士 由 村 嘉 行
[166]工藁用瓦斯 より琉化7k素の除去 とモの利用に就て σ)_工 革 士 舟 飯 渡
匸as;7露才クタン衝航空燃料P製 迭(11冫 村 田 義 夫
[ユ68〕世界の襲舐及び瑠{一ル紙工業 大 野 俊 一 諏
第5巻 第3襲
[169,酬淋 就で ω 工 拳 士 村 田 二 鄭
匸17。]高オクタン價触 燃料の難(11り 村 田 毅 央
匚171]工業用瓦斯よP硫化水素の除去 とその利月】に就で(n)…工 墨 士 舟 阪 渡





















本誌は吾國鯲 ける物理讎 の磯 を廣q「堺に翫 す・肭 鹹 て鰡 の酩 なる大鼠 研蜥 學灘 騙 す(1・・onSQ行)。糧 の梱 ま,原黻 緲
鰤 二1吩れ・騰 は・擁 讎 鑓 歩「欟 徽 を勦 擁 は1937物降の吾國鯲
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.广擁 欟 礎 歩」晦 韻 纏 解 一.・.・・
日本纏 化蜥 究會 磯 職 舛 櫓 埴 接臟 者ヲ轍 會員 トズ
本誌パ隔月(偶数 月末 日)發行下シ下記内容ヲ有ネ
(「)原報又ハ論設(二)招 介xハ 講義 一(三).抄録




他 二別冊 トシテ物理化學支:歡架(新着外國雑諸 ヨi拔萃冬)ヲ毎月
發行 シ會費(年一圓)昌テ會員昌.ノミ頭布 ス









































































































































































































































































































































































































































































































物 理 化 學.の 進 歩
一{原 報 原 稿 募 集 トー 一.
研究は本誌 に掲載 せらる～以前に,他 の雜誌 に發表せ られ ざhし もの9.
るを要す。但 し綜合報告は此の限 りにあら中。
ノ
竅表すべ き研究 は物理化學に關する ものに して,1)本 兪商議 員の研究
又ぼ その責任 あ る紹介1こよる きの.2)大 學教 授 にkり な されt_るもの,
或 纛耽 その指 導 によ り%aされ1.るもの に限 る。
原稿 に不備 の個 所 あ る揚 合ｫ,掲 載 遲 れ,又 は 掲戴 不能 の事 あbc'
r
〃跚 泌 鯨 棚 躙 大學物理イヒ學研究室内 躰 物理化學研糊 剰脚 輯 ・





別刷御希望の方は,豫 あその部數を申禺 られ たし。但 し實費を申受 く。
・ 急 告
.丶
下記 の'"ックナ ムパ「定 價 にて買戻 し致 し ます(但 し郵税 ば 常方 にて負擔)



















'月 刊 自 然 .科 學 雜 誌
科 學
編 輯
安藤廣太郎 岡田武松 柴m桂太 大河内正敏 小泉.丹.
柴田雄次 橋田邦彦 埣井誠太郎 仁科芳雄 主任石原 純
自然 科畢 の進展 目ざま しく,學 界 の 活躍 筰 々盛ん な らん とす る時,筍 も
之 に心を寄 する人kは 自然tlA;の 不断 の情勢 を知 るぺ き何等 かの機關
を必 要 とす るであ らう.
本 誌は英 のNatUl・e,米のScienrn,佛のRevuegξn6rRle,獨のNRtur・
"is蝴弱h前e,、等 と使命.を同 じ うす る もので あつて 發 刊以來9年 の叢 月を
閲 し.薙 にfiく我 國唯一の 一般 自然 ド隰 靴 誌 と して の内容 ・體裁 ・描城 を
具ふ るに到 つた.b}徒諸 士は本誌 に よつ℃初 めて各 自に必要な る覗野 を得
られ るで あ らう.













驫 蓴 震 望
籏邇冥人
鴻滞 明;笥 ルヒチ ンー 研究とその褒醗 σ)
吹田信英'




發行所 甥 離 蹙 岩'波 書.店
窟 櫚50幽銭(齢L5鐘)聯 澱(;燭 黷0濘7{4)





























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































物 理 化 学 の進 歩Vol.13nNa.3(1939)

























































































































英 掲 佛 和 對 譯
内 容 見 本
彙




菊 版 特 製.箱 入
紙磁二百八十絵頁
新
セ ン キ ン ゾ ク 賤 金 隠base-metal,Ucedelmemll.(n)gmbla!eammun〔 切
セ ン コ ウ 選 渡oredreaming,Eτ;behatkea(皿〕,dressementdσ8min4raia(m}
セ ン コ ウ キ 旋 光 器polariscope,Polarukop(n)rpo(ariacnpe〔m)
セ ン コ ウ ケ イ 旋 光 計po旦arimeter・ 【)QIarimete【{nLpdarimPtre(m}
セ ン コ ウ ケ イ 泉 効 計127
セ ン コウ セ イ 旋 光 性
叩 吻 己`C(の
セ ン コウ ノウ 糞 光能arolvllonrtormale(∫)規定液
rotatoire(m)so!.utiomsolide(∫)固溶體
.セン'艦;㍊ 蘇 讐 ・・贓 ・識 ・6・(∫,標鯨
セ ン コウ ブ ンセ キ 概=・ ・ど・副 〔・π)覦
〔f工,"7zα↓!ノ36Solvat(n}溶媒 和 薯匐
セ ンシパ イ ヨウ 穿 刺Solvatation(f)潯媒 和
センシ轟 撫,sglvateo'sotrate(na)}・剿 ・
芝歎;欝 葦齲soivationsolvation(/}溶媒和
セ ンシ ョクタ ン 淺 色馴solvent溶 媒
版
SoL-SPE
Spa!¢en(n〕分 割[ヲ セ ミ化 合 物o】
Spaltuug〔f)勢開[織 品 あ 」;μ};裂【有









昭和八年發行の梛 版化辱縣 彙は三年を出でず して費り靈され昭稠 心 年末に`ま翼に版を新 にするの餘囃
なきに至ったo是 に於て本魯ば二十絵名よ7なる化撃誓奪鑼 員を懺 し、委員は今次新訂の方針として之を誤
植訂jEの如き好.息なる處置に三Lめず、籤然臺語柔み再搬詞をhひ、根本的の新版として之を江湖に問ほんとしたo
爾來浦二殉.RUt員wんど斬書を編むの努力を以て嘱に從ひ茲に漸く本改訂版上梓の蓮びとなつた。
素とボ書の發刊は芙因頗る魯 く爲めに現 今本邦學會に行ばれつSあ る化學術語邦鐸の大郭分ほ其窺々橄





日 本 化 學 會
發
東京市 日本機賑大鮮馬町一丁 目
内 田 老 鶴 圃
.鍵東京←ニー四六爵 電話茅場町五五九一書
費 所,、
東 京 市 日 本 撫 區 遖=丁 目




























◇AA煌燦 として輝 く本講座の意義 と其使命◇
の鼻雛藁理 雑農黯奮1翻翳纔肇癖鷙購あ誌 呈望稿難糒男髴塑鵲二藕編酵舞
油等 を線 括 ナ る醸 造 工 乘 よ り更 に 逸 で は 各種 の有 樹臨 ア セ トン,寓 級 ア ル コー ル,虞 酵 ゲ リセ リン等 の化 皐 エ
槃 にCTてgym.れて居 ろ。然 るに3,人はノトri扮酵 繁 σ}本硫 雅に作 田理 論 に 驟 してniarrが鍾 あ て尠 い ので あ る。
更 に翰 近 に於 け る多 くの重 躯 な る化 學 反鰹 が,嬢 媒 の 作 用に 依 て 工漿 化 し得 る梅 伸 に 奩介 す るに到 っ た合 戉 ア
ンモ 昇ア.合 炭 メ タノ ール,合 成 ガ ソ リン,4i3十lli化隅i.化pih,合成酢 陵 の 如 き其例 で あ る。 両 して又 殆 「凡 て
の化 驫 工 簗に於 てfi,2の コニ蒲 の一 郁 に 觸 媒 の作1「博 利 用 す る と云 ふ も謝 鴛 でaiitい卩 石油 エ 簗.71.T.霄料
工業,染 料工 業,塗 料工 覊 脂 肪 酸 工業,合 成 樹 脂 工 聡 硫 酸 工 薦 其 他 の無 飃 藥 品 工業 及 び有 機粲 晶 エ業 等
{ktcnであ る。
斯 の3化 學 工簗 の鞐 々た る發 逹 に も拘 らず 、ycの∬礎 をな す所 の 暇媒 の 理論 に 騙 して/i,桶め で鋼 々た る題
渉 を見 乙のhで あ る。近 き特 來 に 於 て も觸 媒 の 理 埼 に頓 膚 な ぐ1化 枢 工 契 トの 噛 媒 の應 用f3,韆吟及 び 賓 瞼の耕
果 に侠 騒各 々 急遮 な る逾 展 を績 け るで あ ら う。 而 しで其 後 に於 て繕 府 陰矚 媒 理鎗 に導 かれ る所 の化m工 業 の湲 隈
頭ζ來 るで あ ら うo
従 て從 來 び:.駛多 き驥媒 響 用の 現實 の 翼貴 を網 畷總 括 十 る.・R幽蹄 に是郭 を研 兜考 査 す るrcii,以ヒの鐘 聡 及 び寳
励 に依 τ醐媒 を:C的 に 感ll套ナ る1=に転 又 畷 媒 の理 嶺的 研 究 の トにi,に 辱 《可 らきPる4であoa此 の意畩 に
於 て本 剃 的 二Yif"sF7る所 頗 る大 な る ものが あ ると.恐一i・。 催 京帝 國大 學 工 學 部 感 川化 學 科 歎 室 工學 博 士 団巾芳 雄
歌 授 推 蛇文 よ り)
韈 難靉継1
硫 酸 製 遒 法 娠 「駄 置嘩 訟葬亮阪 毒著 化 騰 儲 の黥 ヂ・・一第3卷嬲 驫 攣 獣 職 耋㍉卓蠶耄塋羈 舊鬟懿
ア ン モ 昌 ア 合 成 鹹 無 脚ff業 嵳瀞 を添へて御榔第4卷彡弊 聾 謙=慧灘1蘖攀 篳◇欝 薪櫞
A成:ロ 油 整 鬻 〔器 覯 薩 村 逮 次署 の 醂 の蹴 ・
第5卷 水 牲 瓦 斯 反
硬 化
石 炭 液第6巻
夕 一 ル 水 素 添 加
追 卷 酵 素
應 鯊鬻 齪 驪 吉村倫之 助著 眞
油 誓 隻1遭.杢象芒熊 谷 直 記著 髓
化 鬟xa瑩.e;qs妻三 井 啓 策著 を
脳 』轟 嫉 山 口 昌 三署 衝
・磁 糊 饗 坂 咀 一 耶署 く




































'響`SJ隻'》 野 … ▼ 「 …7川 ㍗ 一一一}一一一一.rN r一_
















化 學 的 文 獻 の 調 査 に 必 要 な る鍵 は
茲 に 全 く 完 成 す





四 六 倍 版 ・ 八 ポ イ ン ト 横 組 ・毎 號60頁 内 外
s.價_一册60晝篷(蓮=料2鐘)芬 ξ弓11.50彦匹 製 本 ∫擢墾{卵噎1、00肛u
岬 、
目本化學總覽は我が國に於て發表せる理 ・]:・醫 ・藥 ・農 の諸學術方iinに:亙る 『
雑誌 ・報 告書 ・特許公報等200種以上の1;'報よ り化學關係の業績 は總て迅速に要
點 を抄録報導す。一漬よ く本邦 化學麗係研究 の報告及特許等の内容 を容易ICつ最
も經濟的 に知悉 し得べ く、研究家、實際家竝 に發明家の研究工夫 に稗益する處尠
か らざるぺ しc毎 卷完全なる 「著者名及事物索引」 を附す、本總 覽の活用i.必要
缺 くべか らざ る もの に して 、蓋 し本誌 の一 大特 色 とす。 内 宕 見 本 逃 呈
會 員 略 規 ・
月刊 羃誌"日 本化學練覽"は 本 會會員 にFIZ6iす。 入會御 希望の方は 孚ケ年分以
上の 會費 を添へて直接本 會に申込 まれ た し。
遖常會員の會費一a:分(繭納の釦2囘に分納Rの次の如 し
甲種1引 及襲本川撫 配布)・1、7糠 乙種(索引配布)8q7・1遥
し口本化學骸 準化蒜闘鰮 粋 填'二∠生麟:銃 の如糊 引ナ〕

































































































































urwtlkA日本 化 墨 研 究 會 農翻 鱗離 驫 姦 黷
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